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１．はじめに 

本建物の外壁は、1 階の大部分と 2 階はガラスカーテン

ウォール、3～5 階は黒色材料を使った PC 版で構成されて

おり、黒色の立方体が宙に浮いている印象を与える。内部

はパッサージュと呼ばれる吹き抜けの内部遊歩道で立体

的に繰り抜かれるという、複雑な空間構成である。 

構造計画では衝突ばね鉄骨を含む基礎免震構造、肉厚

のスーパーホットコラム鉄骨柱が採用され、施工に当っ

ては計 80 本の仮設支柱を設置した。 

 

２．工事概要 

工事名称：（仮称）大阪新美術館建設工事 

工 期：2019 年 2 月 25 日～2021 年 6 月 30 日 

施工場所：大阪市北区中之島 4-3-1 

発 注 者：大阪市 

設 計 者：大阪市都市整備局企画部公共建築課 

株式会社遠藤克彦建築研究所 

監 理 者：大阪市都市整備局企画部公共建築課 

   株式会社遠藤克彦建築研究所  

（協力）株式会社東畑建築事務所 

株式会社佐藤淳構造設計事務所 

主要用途：美術館・店舗・駐車場 

構造規模：美術館棟：S 造 地上 5 階建・基礎免震 

駐車場棟：S 造 地上 1 階建 

敷地面積：12,870.54m2 

建築面積：6,680.56m2、延床面積：20,012.43m2 

最高高さ：36.9m（美術館棟） 

外壁仕上：PC 版（3～5 階）GCW・ECP（1・2 階） 

 

施工は建築工事が錢高組、大鉄工業、藤木工務店の 3 社

JV、設備工事は別途発注である。 

 

３．完成建物 

 完成建物の北東面外観を写真－1 に示す。 

 

４．先輩方が築かれた当社の施工実績 

計画地の周辺立地を図－1 に示す。大阪市北区中之島の

西側で、当社が昭和 2 年に施工した大阪府立医大の跡地

である。主要官庁やオフィスが建ち並ぶ地域であり、当社

が多くの施工実績を有する場所である。 

設計コンペによって選ばれた本建物は、外壁については 1 階の大部分と 2 階はガラスカ

ーテンウォール、3～5 階は黒色材料を使った PC 版で構成されており、黒色の立方体が宙に

浮いている印象を与える。内部はパッサージュと呼ばれる吹き抜けの内部遊歩道で立体的

に繰り抜かれるという複雑な空間構成となっており、鉄骨建方時には最終的に計 80 本の仮

設支柱を配置して施工した。 

*1 Shigeru YANAGIDA 大阪支社建築部 作業所長 

*2 Mayu HIGAKI 大阪支社建築部  

写真－1 北東面外観 
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７．衝突ばね鉄骨工事 

 当建物には、以下の免震装置が使用されている。 

 積層ゴムアイソレータ 45 基 

積層ゴム一体型免震Ｕ型ダンパー 23 基 

衝突ばね鉄骨 24 基 

この内、衝突ばね鉄骨は地震時に躯体と衝突すること

によって揺れを吸収する装置である。その概要を図－4 に、

配置を図－5 に示す。地震時の水平変位は免震装置のみの

場合最大 1,050 ㎜動くが、衝突ばねを設置することによ 

 

り、650 ㎜変位時にばねに接触し最大変位 850 ㎜で止める

ことができる。 

 衝突ばね鉄骨は、厚さ 100mm の鉄板を組み合わせて工

場溶接で製作した。鉄骨工場における製作の概要を図－6

に、開先形状変更による省力効果を図－7 に示す。下部構

造に接するプレートの溶接開先を原設計のレ型からＫ型

に変更したことで、溶接長を合計約 30,000m から 15,000m

に削減できた。 

衝突ばね鉄骨の現場での取付状況を写真－2 に示す。 

 

図－3 総合仮設(鉄骨建方計画)図 

図－5 衝突ばね鉄骨の配置 

■︓衝突ばね鉄⾻設置位置（ピット階）

設置箇所数︓24枚
ばね重量 ︓約10ｔ
ばね⼨法 ︓W1,800×L5,190

N

図－4 衝突ばね鉄骨の概要 

PL-100×1800×5190 

５．全体工程 

全体工程表を図－2 に示す。2019 年 4 月から地下躯体

解体工事に着手し、地業工事、基礎工事を行ったのち、

2020 年 5 月から地上部の鉄骨建方に着手した。10 月に上

棟、外装工事、仕上工事を経て駐車場棟、歩行者デッキ、

外構工事を終えて 2021 年 6 月末に竣工した。 

６．総合仮設計画 

鉄骨建て方時の総合仮設計画を図－3 に示す。敷地内南

側と東側に 120t、北側に 350t クローラークレーンを配置

して鉄骨建方を進めた。南側工区の 1 階柱で 1 節の最大

重量が 12.3t(600×900×32×32)、北側工区では最大重量

15.6t(600×600×60×60)であった。 

図－2 全体工程表 

図－1 周辺立地と当社の施工実績 
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８．スーパーホットコラム 

 鉄骨柱部材はスーパーホットコラム（SHC：熱間成型鋼

管）にて設計されていた。SHC は冷間加工コラム（BB）に

比べて全断面の硬度分布が安定して均質であり、その性

能が国内外で高く評価されている。ところが、板厚 60mm

以上の開先加工ができないことに加え、取り扱う事ので

きる工場は少なく、納期も長く掛かるという難点が有っ

た。SHC と BB の比較を図－8 に示す。 

 問題点に対する解決案として、板厚 60mm 未満の柱にの

み SHC を使用し、60mm 以上は BB に変更する等の対策を施

し、解決に当たった。 

 

９．建て方シミュレーション 

当建物の構成断面図を図－9 に、建て方検討の為に作成

した BIM モデルを図－10 に、また現場社員が作成した模

型を写真－3 に示す。 

当建物内部はパッサージュと呼ばれる吹き抜けの内部

遊歩道で立体的に繰り抜かれるという、複雑な空間構成

である。基礎から上階まで連続していない柱が多数存在

する為、鉄骨が全体に組み上がる迄は仮設支柱が多数必

要となった。構造解析により、節や工区ごとにたわみ量や

仮設支柱の配置、部材寸法を算出し、BIM シミュレーショ

ンにより、建物全体の建て方精度の向上に活用した。 

設計図面を読み込むために現場社員が模型を製作した

事で、複雑な吹抜け空間も立体的に理解することができ

た（仮設支柱は赤色、ブレースは緑色、丸柱は黄色）。 

 
図－7 開先形状変更の効果 

図－6 衝突ばね鉄骨製作概

写真－2 衝突ばね鉄骨の取付状

図－8 SHC と BH の比較 
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図－9 断面図 

図－10 鉄骨 BIM モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．仮設支柱の検討 

 鉄骨建方中の仮設支柱配置の一例を図－11 に示す。 

 鉄骨は全体に組み上った時点では安定した構造となる

が、建方中は仮設支柱を配置する必要があった。当初計画

の仮設支柱配置計画を基に、建て方シミュレーションと

構造解析を実施した。各部材に生じる応力と変形の検討

を繰り返した結果、最終的に 1 階部分で当初の 40 本を 14

本に、全体で 140 本を 80 本に減らすことができた。1 階

部分の当初計画と実施の仮設支柱配置の比較を図－12 に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．仮設支柱の撤去 

 鉄骨建方完了後、仮設支柱はスラブから 1,200mm 程度

の箇所でガス切断により撤去した。全断面を一気に切断

すると急激に荷重がかかり危険を伴うため、フランジの

端を対角で 30mm ほど残し、荷重がかかっていないことを

確認した後に、30mm 残した部分と足元を切断した。仮設

支柱切断による鉄骨レベル沈下の管理数値を 10mm 以下と

定め、管理値内で施工した。柱切断の要領を図－13 に、

切断作業状況を写真－4、5 に示す。 

 

切断部分
(a)縁切り 

切断部分
(b)足元切断 

図－13 柱切断要領 

写真－4 仮設支柱切断中の状況 

写真－3 鉄骨模型 

図－11 鉄骨仮設支柱の一例 

(a)当初計画の 1 階仮設支柱（40 本） (b)実施の 1 階仮設支柱（14 本） 

図－12 1 階部分の当初計画と実施の仮設支柱配置の比較 
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１２．おわりに 

大阪中之島美術館はモディリアーニや佐伯祐三など、

6,000 点を超える近現代のコレクションを収蔵する。 

完成建物写真を写真－6～10 に示す。1990 年に準備室

が設置されてから 30 年近くの年月を経て着工された。国

内外から注目を集め、世界に誇れる美術館を目指して計

画されており、大阪市関係者をはじめ、市民の方々から大

きく注目される工事であった。市街地の工事であり、近隣

居住者に対し可能な限り影響を低減することが重要な課

題であった。 

【謝辞】 

無事に竣工を迎えることができたことに関係者各位へ

感謝申しあげますと共に、大阪中之島美術館が市民の

方々から長く愛される施設となりますことを心よりお祈

り申し上げます。 

 

写真－6 1 階～5 階パッサージュ 

 

写真－7 4 階展示室 

 

写真－8 4 階展示ロビーよりパッサージュ見下ろし 

 

写真－9 1～2 階階段 

 

写真－10 4 階パッサージュ階段 

写真－5 仮設支柱切断作業 
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